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医薬⼯学科
ライフサイエンスとデータサイエンスの

両⽅に精通した⼈材を育成

令和５年８⽉５⽇

医薬⼯学科の概要

● 学科名称 医薬⼯学科

● 設置時期 令和６年４⽉１⽇

● ⼊学定員 60⼈

● 修業年限 4年

● 学 位 学⼠（⼯学）

2



2

医薬⼯学科の⽬的

医薬⼯学科は、ライフサイエンスとデータサイエンスの両⽅に精通し、

バイオ医薬品・医療機器、化粧品・⾷品に関する製造技術及びプロセス開発、

製品の品質評価・品質保証に貢献できる専⾨的な⼈材を育成します。
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○ 数理統計・データサイエンス
○ 品質管理・医薬品の開発・製造から市販後安全対策まで
○ 製造管理・プロセス⼯学
○ 科学英語・国際コミュニケーション

医薬品⼯学
コース

化粧品・⾷品⼯学
コース

医薬⼯学科２つのコース
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バイオテクノロジーによりバイオ医薬品を開発

医薬品⼯学コース

細胞培養技術や遺伝⼦組換技術などバイオテクノロジーを⽤いて製造するバイオ医薬品は、薬効
が⾼く副作⽤も少なく、適⽤できる病気の利⽤範囲も広いといった利点があります。これまでの
低分⼦医薬品では⼗分な治療を⾏うことの難しかった医薬品を、データサイエンスを活⽤しなが
ら設計・製造し、品質を管理できる⼒を⾝につけます。
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⼀般的な医薬品 バイオ医薬品
⼤きさ

（分⼦量） 100〜 約１万〜（ホルモン等） 約１０万〜（抗体）
約１００万〜（ｍRNAワクチン）

⼤きさ・複雑さ
（イメージ）

製造法
化学合成 化学合成(RNA） 微⽣物や細胞の中で合成

主な剤形
錠剤・カプセル剤 バイアル製剤・シリンジ製剤

バイオ医薬品とは

出典：厚⽣労働省ホームページを基に作成

微⽣物や細胞 抗体等の遺伝⼦

バイオ医薬品は、細胞培養技術や遺伝⼦組換技術などを応⽤して、微⽣物や細胞が持つタンパク質を作る⼒を利⽤して製造される医薬品
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製剤化工程精製工程

細胞の⼒を利⽤して薬をつくるバイオ医薬品

⽬的のタンパク質を
造る遺伝⼦をデザイ
ンし細胞に導⼊

細胞を培養 ⽬的のタンパク質
のみを抽出

純度の⾼いタンパク質
を精製して原薬を作成

製剤化を⾏い
医薬品を作成

培養工程生産細胞の構築

出典:東京化学同⼈社「バイオ医薬品基礎から開発まで」を基に作成 7

細胞や遺伝⼦を⽤いる再⽣医療・遺伝⼦治療

出典：経済産業省⽣物化学課ホームページを基に作成
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これからの医療に貢献するバイオ医薬品（バイオ関連医療製品）

●バイオ医薬品の適用例
がん 糖尿病 貧⾎ 肝炎 アトピー性⽪膚炎 関節リウマチ 新型コロナウイルス感染症

●これまで治療薬のなかった病気への効果が期待

●拡大するバイオ医薬品の市場

世界のバイオ医薬品市場は年々拡⼤。2010年の12兆円から2024年には38兆円に成⻑が予測
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拡⼤するバイオ医薬品の市場

出典：経済産業省「バイオCMO/CDMOの強化について 」 10
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⼈の⼼を豊かにする化粧品・機能性⾷品を開発

化粧品・⾷品⼯学コース

界⾯化学、粉体⼯学、⽪膚科学等を基礎に化粧品の製造技術及びプロセス開発を学び、成分分析や
微⽣物検査を通じて化粧品の有効性と安全性を評価できる⼒を⾝につけます。また、⾷品の機能と
製造技術及びプロセス開発を学び、細胞培養⾷品、機能性⾷品、特定保健⾷品、⾷品添加物など⾷
品の有効性と安全性を評価できる⼒を⾝につけます。
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化粧品を開発する⼒を⾝につける

安全性を確保する

●かおり・香気
●親水性・ぬれ性・表面張力
●表面状態
●脂肪酸
●物性

●成分組成分析
●添加材量分析
●微量元素分析
●異物分析
●不純物解析

●皮膚刺激性・皮膚感作性
●眼粘膜刺激性
●光毒性・変異原生

●安全性
●国内申請
●海外申請

品質を保証する有用性・使用感を高める

法規制に対応する

化粧品

12出典：⽇本化粧品⼯業会ホームページを基に作成
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拡⼤する化粧品の海外輸出

⽇本の化粧品輸出⼊額

出典：⽇本化粧品⼯業会「化粧品統計」 13

⾷料不⾜の課題を解決する細胞培養⾁

家畜・⿂介

筋⾁のもとにな
る細胞を採取

バイオリアクター
などにより効率的
に細胞を培養

細胞の分化・成熟化
筋⾁組織を形成

培養⾁

14出典：独⽴⾏政法⼈農畜産業振興機構ホームページを基に作成
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医薬学と⼯学の融合が必要な時代

バイオリアクター

⽣体模倣システム

ヒト初代細胞

細胞株

iPS細胞

遺伝⼦組み換え細胞
核酸

３D-プリンター

⼤型培養装置

⾜場素材

チップ装置 インフォマティックス

ビックデータ解析

AI

ライフサイエンス
データサイエンス

ニューマテリアルズ

バイオ・再⽣医療・遺伝⼦治療製品の開発・製造・管理の需要拡⼤

医薬⼯学科 主な授業科⽬
医薬品⼯学コース 化粧品・⾷品⼯学コース 共通科⽬

専
⾨
科
⽬

● バイオ医薬品⼯学総論

●バイオ医薬品⼯学演習

●バイオ・インフォマティクス

●医薬品合成化学及び演習

●⽣物薬剤学

●薬理学

●創薬の新しい取組み

●天然物有機化学

●化粧品・医薬部外品総論

●化粧品⼯学演習・実習

●化粧品⼯学特別講義

●界⾯化学

●⾷品⼯学総論

●⾷品⼯学演習・実習

●⾷品機能・健康科学

●発酵化学

●微⽣物学

●⽣物⼯学

●遺伝⼦⼯学

●医薬品⼯学概論

●ＧＭＰ品質管理

●薬事法規

●⼈⼯知能基礎

●卒業研究

基
礎
科
⽬

化学 ⽣物学 物理学 数学 英語 データサイエンス基礎 プログラミング
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Pick Up授業
▶バイオ医薬品⼯学総論/演習
バイオの基本技術である遺伝⼦組み換え技術と細胞培
養技術について演習・実習形式で学びます。また、代
表的バイオ医薬品である抗体医薬品を開発するための
各ステップで必要な試験項⽬を考察し、グループで討
論することでバイオ医薬品開発のプロセスを学びます。

▶化粧品・医薬部外品総論
基礎化粧品、メイク製品、⾹料製品、頭髪製品、⽪膚
科学、界⾯化学と乳化など、化粧品⼯学を研究する上
で必要な化粧品・医薬部外品の製造・販売・承認に関
する基礎知識を習得します。さらに、本分野における
最近の話題である動物実験代替について学びます。

▶⾷品機能・健康科学
⾷品の機能の理解を⽬的に、機能性⾷品、特定保健⾷
品、⾷品添加物、⾷品アレルギー、⾷品衛⽣管理、医
薬品と予防⾷品など⾷品の有効性と安全性、評価法を
習熟することにより、⾃⾝が研究する分野を⾒出すこ
とを⽬標とします。

▶⽣物⼯学
遺伝⼦⼯学、細胞培養技術、ヒト⼈⼯多能性幹細胞の
作製に代表される細胞⼯学、タンパク質の構造と機能
に基づく有⽤なタンパク質を開発するタンパク質⼯学
など、⽣物⼯学の基礎から応⽤までの基本事項を学び
ます。
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取得を⽬指す資格

●⾷品衛⽣監視員
⾷中毒などの防⽌や⾷品衛⽣に関する指導のために国及び保健所を設置する⾃治体に置くことが
義務づけられている職種です。国や地⽅⾃治体の公務員として活動します。

●⾷品衛⽣管理者
⾷品等の製造加⼯施設において、衛⽣が守られるように、製造、加⼯に従事する⼈を監督します。
営業者は施設ごとに⾷品衛⽣管理者を置かなければなりません。

●その他の資格
毒物劇物取扱責任者、バイオインフォマティクス技術者、健康⾷品管理⼠、栄養⼠、衛⽣管理者、
甲種危険物取扱者ほか
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卒業後の主な活躍ステージ

医薬⼯学科
遺伝⼦治療

再⽣医療

バイオ医薬品

ワクチン

化粧品

ビッグデータ解析

バイオ化粧品

原薬

バイオ・インフォマティクス

マテリアルズ・インフォマティクス

分析化学

抗体医薬

機能性⾷品

培養⾷品

発酵⾷品
細胞培養遺伝⼦⼯学

微⽣物学有機化学

バイオテクノロジー

製薬産業 ⾷品産業

化学産業

化粧品産業

官公庁
ＧＭＰ 安全性品質保証

医療産業

教育・研究機関
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【岩国市】
・帝⼈ファーマ
・東洋紡
・ホンノー薬品
・三井化学

【下関市】
・⽇本⻭科薬品
・マルハニチロ
・下関三井化学

【⼭⼝市】
・テルモ⼭⼝
・⼩野薬品

【宇部市】
・ＵＢＥ
・富⼠レビオ
・協和キリン
・協和発酵バイオ
・セントラル硝⼦
・ティーエスアルフレッサ

出典「⼭⼝県産業戦略本部資料」

【周南市】
・東ソー
・トクヤマ
・保⼟⾕化学
・シマヤ

⼭⼝県は医薬品を⽣み出し育てるライフサイエンスクラスター
【⼭陽⼩野⽥市】
・⽥辺三菱製薬
・⽇産化学
・⽇本化薬
・⼤阪新薬

【光市】
・武⽥薬品⼯業

【 ⼭⼝県 】
原薬⽣産量
全国第１位
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●⼥⼦枠の創設理由
・ 諸外国と⽐べて低い理⼯系に進学する⼥性を積極的

に⽀援し「イノベーションの創出」を促進します。
・ 多様な背景を持つ、ダイバーシティに富んだ⼈材を

活かし、複雑化する社会的課題を解決して、新たな
価値を創造します。

⼥⼦に限定した⼊試「⼥⼦枠」を
医薬⼯学科に新設
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